
業績一覧

附属病院／薬剤部

1.領域構成教職員・在職期間
講師 中村　敏明 平成20年4月-

2.研究概要
研究概要

キーワード

特色等

本学の理念との関係

3.研究実績

和文原著論文
ﾌｧｰｽﾄｵｰｻｰ
ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰ
その他
合計

（A） 著書・論文等
　(1) 英文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(2) 英文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 原著論文（総説）

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）

　　e． 国際会議論文 

　(3) 和文：著書等
　　a． 著書

　　b． 著書（分担執筆）

　　c． 編纂・編集・監修

　(4) 和文：論文等
　　a． 原著論文（審査有）

　　b． 原著論文（審査無）

　　c． 総説

1557001

1557002

1557003

1557004

　　d． その他研究等実績（報告書を含む）
　　e． 国際会議論文

英文論文

中村　敏明, 政田　幹夫: 医療現場での医薬品　リスク管理の取り組み, 医薬ジャーナル, 51(4), 97-101, 201504

古俵孝明、中村敏明、 政田幹夫: 【極める!副作用モニタリング】 副作用を疑う視点と気づくヒント 臨床検査値を活用した処方監査, 調剤
と情報, 21(7), 910-916, 201506

五十嵐　敏明、中村　敏明: 医薬品適正使用のための副作用自動監視システムAVS, 新医療, 42(4), 118-121, 201504

区分 編数 インパクトファクター（うち原著のみ）

薬剤部では、適正な薬物療法に貢献することを目的に様々な観点から研究している。例えば、個々の症例に最適な投与設計を導き出す薬物体内動態研究や、集積され
た臨床情報から薬剤疫学の手法を用いて、有効性・安全性を評価し、個々の適正使用情報をフィードバックするなど、個から集団へ、逆に集団から個へ、あるいは臨
床から基礎へ、基礎から臨床へと幅広い研究実績を残している。特に、癌や感染症領域においては、チーム医療の中でそれぞれの専門薬剤師が中心となり、現在の高
度に発展し多様化した薬物療法に安全性・有効性の科学的根拠を付加している。また、医療経済の観点から後発医薬品の使用が促進されているが、医療の質を低下さ
せることなく後発医薬品を導入するため、その品質・安全性や医薬品情報に関する評価研究も行っている。

薬学一般 , 薬物体内動態 , 薬剤疫学 , 医薬品情報 , 医薬品の品質管理、製剤開発

医薬品適正使用の実践に必要な情報を、薬物動態ならびに薬剤疫学の観点から構築している。薬剤部は病院において全診療科と密接に関連しており、臨床における薬
物療法の有効性・安全性に関する種々の情報が入手可能であり、臨床の問題点に科学的なデータを付加し、適正使用情報としてフィードバックしている。さらに、診
療情報からの副作用の自動検出システムを構築することで医薬品の適正使用の推進に取り組んでいる。そのため、他の診療科との共同研究も多い特徴がある。また、
先進医療に積極的に取り組んでおり、薬物や代謝物の血中濃度測定や臨床試験のコーディネートならびにデータマネージメントをサポートしている。

人々が健やかに暮らせるために必要な医薬品に関する薬剤疫学的調査により社会が必要としている医薬品の市販化に貢献している。
また、専門医療を実践する上での薬物療法を支える医薬品情報の評価・提供する研究を実践している。

吉田真理、渡辺享平、中村敏明: 精神科領域における薬剤性QT延長症候群予防に向けた病棟薬剤師の取り組み, 医薬ジャーナル, 51(7),
1771-1776, 201507

2015年分
0
0
0
0
0

2015年分
―

0（0）
0（0）
0（0）
0（0）
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（B） 学会発表等
　(1) 国際学会
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c．一般講演（口演）

　　d．一般講演（ポスター）

1557005

　　e．一般講演

　　f．その他

　(2) 国内学会（全国レベル）
　　a．招待・特別講演等

1557006

　　b．シンポジスト・パネリスト等

1557007

1557008

1557009

　　c． 一般講演（口演）

1557010

1557011

　　d． 一般講演（ポスター）

1557012

1557013

1557014

1557015

1557016

1557017

　　e． 一般講演

　　f． その他

（3） 国内学会（地方レベル）
　　a．招待・特別講演等

　　b．シンポジスト・パネリスト等

　　c． 一般講演（口演）

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

廣野靖夫、片山寛次、斎木明子、早瀬美香、小竹林徳子、橋本儀一、北山富士子、村上真、五井孝憲、山口明夫: 小野寺のPNIを用いた緩和的
外科治療における予後予測, 第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会, 20160225

廣野靖夫、片山寛次、斎木明子、早瀬美香、小竹林徳子、橋本儀一、北山富士子、村上真、五井孝憲、山口明夫: 消化器外科医からみた緩和
ケアにおける緩和手術とHPNのあり方, 第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会, 緩和ケアにおける栄養学的リスクマネジメント, 20160226

廣野靖夫，片山寛次，森川充洋，小練研司，村上　真，小竹林徳子，東本真紀子，前田彩菜，早瀬美香，斎木明子，橋本儀一，北山富士子，
五井孝憲，山口明夫: 福井大学におけるNST 活動の現状, 第40回日本外科系連合学会学術集会, NST 活動の最前線, 東京, 201506, 日外科系
連会誌, 40(3), 499, 201505

新谷　智則　塚本　仁　東　高士　飛田　征男　室井　洋子　西村　一美　池ヶ谷　諭史　中村　敏明　岩崎　博通: Staphylococcus aureus
菌血症においてメチシリン耐性は予後不良のリスク因子ではない, 第25医療薬学会年会, 20151122

根來　寛、八田喬史、前田彩菜、渡辺享平、矢野良一、中村敏明: シスプラチンによる過敏症発現の実態調査情報 を活用した過敏症モニタリ
ングの実施により 発症時の早期対応に貢献できた一例, 第23回クリニカルファーマシーシンポジウム　医療薬学フォーラム2015, 20150704

早瀬美香、小竹林徳子、東本真紀子、斎木明子、前田彩菜、橋本儀一、廣野靖夫、北山富士子、片山寛次: 胃瘻栄養を拒否したがNSTによる半
固形化により受入れ良好となった高齢患者, 第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会, 20160226

前田彩菜、斎木明子、東本真紀子、片山寛次: ワルファリン抗凝固療法中患者への脂肪乳剤併用に関する検討, 第31回日本静脈経腸栄養学会
学術集会, 20160225

五十嵐　敏明、平野　陽子、中村　敏明、岩崎　博道: 抗HIV薬院外処方箋移行後の応需薬局との連携に関する調査報告, 第23回クリニカル
ファーマシーシンポジウム　医療薬学フォーラム2015, 20150704

田嶋　恭典、服部　圭子、五十嵐　敏明、新谷　智則、吉村　真理、伊藤　和広、森田　美穂子、岸 　慎治、中村　敏明、上田　孝典: シク
ロスポリン食直前投与にて吸収の改善と効果の発現を認めた特発性赤芽球癆の一例, 第32回日本TDM学会・学術大会, 20150523

Yasuo Hirono，Kanji Katayama，Daisuke Fujimoto，Kenji Koneri，Makoto Murakami，Mika Hayase，Akiko Saiki，Fujiko Kitayama，
Takanori Goi，Akio　Yamaguchi: Serum zinc levels after gastrectomy and chemotherapy in gastric cancer, The 16th PENSA
CONGRESS(Parenteral and Enteral Nutrition Society of Asia), Nagoya,Japan, 201507, 抄録集, 205

矢野　良一: 婦人科癌における薬学的な介入, 日本臨床腫瘍薬学会　ブラッシュアップセミナー2015, 20151206

塚本　仁: 感染防止対策加算の感染制御への有効活用方法(薬剤師の立場から), 第31回日本環境感染学会総会、学術集会, 中小規模病院の感
染制御　現在の医療保険制度からみた多職種間連携, 20160219

森田浩史、塚本 仁、池ヶ谷諭史、岩崎博道: 卒後臨床研修必修化は血液培養2セット率の向上に貢献したか　当院における血液培養2セット率
の推移より　横断研究, 第63回日本化学療法学会総会, 20150606
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（4）その他の研究会・集会
　　a．招待・特別講演等

1557018

1557019

1557020

1557021

　　b．シンポジスト・パネリスト等

1557022

1557023

1557024

1557025

　　c． 一般講演（口演）

1557026

1557027

　　d． 一般講演（ポスター）

　　e． 一般講演

　　f． その他

（C） 特許等
区分 内容（発明の名称） 発明者又は考案者

（D）その他業績

4.グラント取得
（A） 科研費・研究助成金等

区分 プロジェクト名 研究課題名 代表者名 分担者名 期間（年度） 金額（配分額）

区分 研究種目 課題名 代表者名 分担者名 期間（年度） 金額（配分額）

（B） 奨学寄附金
受入件数 4
受入金額 1200000

5.その他の研究関連活動
（A） 学会開催等

区分 主催・共催の別 学会名 開催日 開催地

（B） 学会の実績
学会の名称 役職 氏名

日本臨床薬理学会 指導薬剤師（その他） 中村　敏明
日本臨床薬理学会 認定薬剤師（その他） 中村　敏明
一般社団法人日本医療
薬学会

学術貢献賞・奨励賞等
選考委員会（委員）
（その他）

中村　敏明

一般社団法人日本医療
薬学会

医療薬学編集委員会
（委員）（その他）

中村　敏明

一般社団法人日本医療
薬学会

出版委員会（委員）
（その他）

中村　敏明

病院・薬局実務実習北
陸地区調製機構

「ワークショップ実行
委員会」委員（その
他）

中村　敏明

日本医療薬学会 代議員 中村　敏明

（C） 座長
国内学会 学会名 氏名

（D） 学術雑誌等の編集
学術雑誌等の名称 委員長（主査）・委員 氏名

YAKUGAKU ZASSHI その他の職員（薬剤
部）

塚本　仁: 血流感染患者の初期治療に対するICT介入の臨床的効果, 感染症治療セミナー, 20151203

森田　陽介: C型肝炎治療薬の適正使用について, 学術講演会～新たなC型肝炎治療の幕開け～, 20150828

五十嵐　敏明、平野　陽子: 福井大学病院におけるHIV薬物療法の現状, 平成27年度北陸HIV感染症薬剤師研修会, 20150620

五十嵐　敏明、今野　彩、中村　敏明: 副作用自動監視システムAVSと病棟業務への活用, 平成27年度大学病院情報マネジメント部門連絡会
議, チーム医療における医薬品適正使用を目的とした病院情報システムの利活用と実際, 20160128

五十嵐　敏明: HIV感染症と薬物療法, 平成27年度福井県病院薬剤師会全体研修会, 各領域のトップランナーに学ぶ, 20151108

新谷　智則: 糖尿病の薬物療法, 福井県糖尿病療養指導担当者講習会, 20151018

五十嵐　敏明: 地方中核拠点病院のHIV診療における薬剤師の役割, 平成27年度東北エイズ/HIV臨床カンファレンス, 20160206

五十嵐　敏明: 医薬品適正使用のための病薬連携～検査値情報を中心に～, 第31回東海医療薬学シンポジウム, 患者の情報を共有するには,
20150822

根來　寛: 医療従事者が抗がん薬を安心して取り扱える環境を目指した当院の職業性曝露対策, 福井県薬剤師会、福井県病院薬剤師会共催学
術講演会, 20160323

新谷　智則: ステロイド投与時の薬剤管理指導, glcocorticoid-induced osteoporosisフォーラム, ステロイドの投与時の薬剤管理指導,
20150929
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